
インタビュー これからの薬剤師生涯学習 

専門薬剤師はすべての薬剤師が目指せる資格！ 

薬剤師認定制度認証機構 内山充理事長に聞く 
 

「専門薬剤師制度」、「薬剤師認定制度認証機構」（以下認証機構）など、新しい

言葉について、認証機構理事長の内山充氏（前日本薬剤師研修センター理事長）

に解説していただいた。また、氏は薬剤師の卒後教育に関して大きな影響力を

持つ立場にあることから、今後の生涯学習の方向についても再確認した。 
● 全地域で全薬剤師が受講できる専門薬剤師研修? 
―認証機構の設立趣旨は 
 現在、薬剤師に学会や団体から認定や資格が与えられる制度が幾つかありま

すが、それは医学界全体の信用を得ているものばかりではありません。今後、

チーム医療における薬剤師の役割が高まりますが、真に医療に貢献できて信頼

される認定・資格の制度にするために、薬剤師関連団体がまとまって第三者機

関をつくり、認定制度を厳正に評価・認証する機構が求められたのです。です

から、この認証機構は独立の有限責任中間法人となり、日本薬剤師会をはじめ

日本病院薬剤師会、日本薬学会、日本医療薬学会、国公立薬学部長会議、私立

薬科大学協会ほかが設立社員となっています。 
―初仕事は専門薬剤師制度の認証ということですが…?  
医師には 30 以上の専門医制度ができており、薬剤師にも専門制度の確立が

急務です。そのために、どのような組織を作って、どんなカリキュラムで、ど

のように教えて専門薬剤師を作るか、現在、病院薬剤師会や医療薬学会などが

準備をしているわけですが、要望に応じてその中身を認証するのが私どもの仕

事です。 
―調剤薬局の薬剤師には無縁の制度なのですか 
それは大きな勘違いです。専門薬剤師とは、専門領域に貢献できる、つまり

特定の領域で医師や看護師に役立つ能力をもつ薬剤師ということです。最新の

知識や高度な技術を身につけているということだけではなく、医療に役立つ薬

学的専門知識を提供し、それによってチーム医療が向上し、患者さんの安全確

保と医療費節減を実現する。ですから、いろいろな形でのチーム医療に参加す

る地域の薬局薬剤師にも身近な制度となるはずです。 
薬剤師は他の医療職が知らない知識をたくさん持っており、これを活用する

ことでチーム医療が非常にスムーズにいきます。薬剤師の得意な薬物代謝や相

互作用や中毒学、または TDM はじめ多くの薬剤学の知識が、医師と協力する
ことによって花開くのです。大いに薬剤師を活用してもらうために、今後は薬

剤師がどんな知識・能力を持っているか知らせることが必要です。若い医師は

比較的に薬剤師の必要性を知っています。現在、医療界で薬剤師が余り信頼さ

れないのは、薬剤師が医療のことをよく理解せず、質問にも答えられなかった

結果なので、結局は薬剤師が自ら勉強して実力を備え、どう変わったか実地に
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示していかなければなりません。 
―どんな専門薬剤師ができるのでしょう 
 これまで話題になっているのは、ガン薬物療法、感染管理、栄養管理、精神

科領域、中毒救急その他ですが、薬局で在宅医療にかかわる人は多いはずです

から、私は高齢者医療専門薬剤師も必要だと思っています。この分野こそ、医

師、看護師、ヘルパー、多くの専門職がかかわっていますから、薬剤が「何か

仕事はないですか」と聞きに行ってもだめで、専門薬剤師のような肩書きをも

つことに意味があります。 
―その研修には全地域の薬剤師が参加できるのですか 
 参加できるような組織を要望しています。また、地域限定ではなく全国的に

勉強できる形にしなければならないでしょう。 
● 義務化研修に地域薬剤師会もプロバイダーに? 
―これからの生涯学習はどのような見通しですか 
 4 年制卒の薬剤師は知識の不足を学習で補う必要が生じます。ベテラン薬剤
師といえども新しい知識を生涯学習で補う必要があり、研修会、講演会、学術

大会などさまざまな形で自己研鑽を継続していただく。 
特に今後 8年間に新しく薬剤師になった人たちは 6年制教育に比べて不足す

るところを埋めるためには研修が必要です。したがって、生涯学習は義務化し

なければならないでしょう。若い薬剤師については、患者とのコミュニケーシ

ョン、処方箋の読み方など、4 年制ではほとんど教えていない大事な課題は必
修です。他の課題も含め一定の単位を修め認定の取得が義務化されるでしょう。

必修課題については地域差は好ましくないので、同等なレベルの研修を実施し、

認定書も出せる機関が 100箇所程度必要です。プロバイダーと呼びますが、薬
学部のある大学、地域の病院薬剤師会、日本薬剤師会支部などに期待していま

す。  
―薬剤師の研修に拒否感をもつ経営者がいるのですが 
いまは経済的理由だけで、薬剤師の生涯学習に金も時間もかけたくない、か

けなくとも患者は来ると考えているのでしょう。しかし、処方せん枚数の伸び

も頭打ちになりますし、薬学部が 6年制になることや、4年制卒に対する研修・
認定書について患者さんにも周知しますので、その考えは、すぐに客観的評価

に負けるのではないかと思います。つまり、認定書を持っていない薬剤師ばか

りの薬局に患者さんは来なくなる。そのときにあわてても間に合わないという

ことです。 
しかし、現在では経営者も含め、チーム医療に参加し、医療関係者に認めら

れる薬剤師を目指している人のほうが多いと思います。 
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